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新しい議会構成決まる
６月定例議会の審査結果
委員会スポット
一般質問（５名が登壇）
広報委員会の紹介

　７月１３日、篠島にて
『祇園祭り』が開催さ
れました。暑さを吹き
飛ばす、子どもたちの
元気な声が響きわたり
ました。
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こ
の
度
の
改
選
に
よ
り
、

議
員
の
皆
様
の
ご
推
挙
に
よ

り
再
度
、
議
長
の
要
職
に
就

く
こ
と
に
あ
た
り
、
私
自
身
、

責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り

ま
す
。

　
私
は
浅
学
非
才
で
は
あ
り

ま
す
が
、
議
員
の
皆
様
の
ご

協
力
と
ご
指
導
を
仰
ぎ
、
円

滑
な
る
議
会
運
営
と
議
会
の

更
な
る
活
性
化
に
努
め
、
町

長
は
じ
め
執
行
部
と
の
議
論

の
中
で
お
互
い
に
知
恵
を
出

し
合
い
、
切
磋
琢
磨
し
、
い

わ
ゆ
る
車
の
両
輪
と
な
り
、

町
民
の
皆
様
の
生
活
の
向
上

と
安
心
、
安
全
で
住
み
や
す

い
町
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
さ
て
、
南
知
多
町
に
お
き

ま
し
て
は
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
、
空
き
家
対
策

等
の
問
題
、ま
た
、漁
業
や
農
業
、

観
光
業
等
、
町
の
基
幹
産
業

を
い
か
に
活
性
化
し
南
知
多

町
ら
し
い
魅
力
あ
る
町
に
育

成
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
、

今
こ
そ
町
長
、
執
行
部
、
議

会
が
議
論
を
重
ね
、
町
民
の

皆
様
に
も
問
い
か
け
、
一
緒

に
な
っ
て
南
知
多
町
を
、
誰

も
が
住
み
た
い
、
住
ん
で
い

て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
町
に

し
て
い
く
事
が
、
次
世
代
を

担
う
町
民
に
対
し
、
今
ま
さ

に
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
、

重
要
な
問
題
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
議

会
に
対
し
て
今
後
と
も
皆
様

の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
盛
夏
の
候
、
南
知
多
の
海

に
令
和
の
真
っ
赤
な
太
陽
が

輝
き
を
増
し
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
益
々

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
議
会
に
お
き
ま

し
て
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に

よ
り
副
議
長
の
重
責
を
担
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
浅
学
非
才
な
私
で
す
が
、

議
長
を
補
佐
し
課
せ
ら
れ
た

職
責
に
誠
心
誠
意
努
力
し
て

参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
成
か
ら
令
和
に
移
り
新

し
い
時
代
の
息
吹
を
感
じ
、

町
の
明
る
い
未
来
の
実
現
に

向
け
町
政
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
新
規
事
業
と
し
て
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
火
葬
場
、

知
多
南
部
広
域
環
境
セ
ン

タ
ー
等
の
建
設
計
画
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
常
に
町

民
の
声
を
汲
み
取
り
議
論
を

重
ね
、
ご
期
待
に
お
応
え
で

き
る
議
会
に
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
本
町
を
取
り
巻
く

情
勢
は
非
常
に
厳
し
く
課
題

が
山
積
し
て
い
ま
す
。
少
子

高
齢
化
対
策
、
防
災
対
策
、

保
育
所
・
小
中
学
校
適
正
化
、

環
境
問
題
等
、
焦
眉
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
今
後
、
町
執
行
部
と
車
の

両
輪
の
ご
と
く
切
磋
琢
磨
し
、

住
み
良
い
町
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
議
会
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
町
議
会
に
対
し
、

一
層
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

と
と
も
に
、
町
民
の
皆
様
の

ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

６月議会最終日（７月３日）、議会の改選が行われ、議長に藤井満久氏、
副議長に榎戸陵友氏が就任しました。   

新しい議会構成が決まりました。

議長  藤井 満久

副議長 榎戸 陵友
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◎鈴木　浩二
服部　光男
榎戸　陵友

○山本　優作
松本　　保
石黒　充明

◎石垣　菊蔵
小嶋　完作
藤井　満久

○片山　陽市
内田　　保
吉原　一治

◎吉原　一治
鈴木　浩二
石垣　菊蔵

○服部　光男
小嶋　完作

◎ 山本　優作
鈴木　浩二

○ 片山　陽市
石垣　菊蔵

◎鈴木　浩二
片山　陽市
内田　　保
服部　光男
吉原　一治
榎戸　陵友

○山本　優作
小嶋　完作
石垣　菊蔵
藤井　満久
松本　　保
石黒　充明

藤井　満久
鈴木　浩二

榎戸　陵友
山本　優作

藤井　満久
石垣　菊蔵

榎戸　陵友
片山　陽市

藤井　満久
石垣　菊蔵

榎戸　陵友

◎ 委員長　○ 副委員長

知多南部広域環境組合議会議員（３名）

常　任　委　員　会

　 　

特　別　委　員　会

知多南部消防組合議会議員（４名） 知多南部衛生組合議会議員（４名）

議会運営委員会（５名）

地域公共交通対策特別委員会（12名）

文教厚生常任委員会（６名）総務建設常任委員会（６名）

議会広報特別委員会（４名）

一　部　事　務　組　合

議  会  の  構  成
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６月定例会
　６月定例議会は６月２１日から７月３日（1３日間）の会期で開催し、「南知多町都市
計画税条例の一部を改正する条例について」始め議案１１件を審議しました。初日は、
「専決処分の承認を求めることについて（南知多町都市計画税条例の一部を改正する条
例について）」始め７議案を承認・可決・同意。二日目は、一般質問に５議員が登壇。
最終日は４議案を採決、請願１件を審議し、７月３日に閉会しました。採決の結果は、
以下のとおりです。

件　　　名

※ ○は賛成、×は反対。議長（藤井満久）は採決に加わらない。

結 果

専決処分の承認を求めることについて
（南知多町都市計画税条例の一部を改
　正する条例について）

専決処分の承認を求めることについて
（南知多町国民健康保険税条例の一部
　を改正する条例について）

専決処分の承認を求めることについて
（南知多町税条例等の一部を改正する
　条例について）

工事請負契約の締結について
（日間賀島漁港漁港施設機能強化工事）

財産の購入について
（ノートパソコン９１台）

財産の購入について
（海っ子バス（中型）１台）

南知多町税条例の一部を改正する条例
について

南知多町介護保険条例の一部を改正す
る条例について

令和元年度南知多町一般会計補正予算
（第１号）

「日本政府に消費税１０％増税の中止を  
　求める意見書」の採択を求める請願

教育委員会委員の任命同意について

監査委員の選任同意について

議
　
　
　
　
　
案

請
願

山
本
優
作

鈴
木
浩
二

片
山
陽
市

小
嶋
完
作

内
田
　
保

石
垣
菊
蔵

服
部
光
男

吉
原
一
治

松
本
　
保

榎
戸
陵
友

石
黒
充
明

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

××××

○

××××××

監査委員の選任同意について（議会選出）
石黒　充明
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の
移
住
定
住
の
実
績
、
問
い
合
わ

せ
は
あ
っ
た
の
か
。

　　

現
在
の
と
こ
ろ
問
い
合
わ
せ

　
　

は
な
い
が
、
過
去
に
空
き
家

バ
ン
ク
制
度
を
利
用
し
、
首
都
圏

か
ら
本
町
へ
の
移
住
は
２
世
帯
の

実
績
が
あ
る
。

　　

こ
の
支
援
事
業
は
、
こ
の
先

　
　

ど
の
程
度
続
け
る
の
か
。

　　

こ
の
事
業
は
愛
知
県
と
共
同

　
　

で
実
施
し
て
お
り
、
こ
の
事

業
に
係
る
地
域
再
生
計
画
の
期
間

は
５
年
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

地
方
債
の
利
率
は
、
年
利

　
　

４
％
で
借
入
れ
す
る
の
か
。

　　

地
方
債
の
利
率
は
４
％
以
内

　
　

と
い
う
上
限
を
定
め
る
も
の

で
あ
っ
て
、
実
際
に
は
も
っ
と
低

い
利
率
で
借
入
れ
を
行
う
。

　
　

保
育
料
無
償
化
の
範
囲
と
し

　
　

て
、
給
食
費
は
含
ま
れ
る
の

か
。

　　

国
の
保
育
料
無
償
化
の
範
囲

　
　

に
給
食
費
は
含
ま
れ
て
い
な

い
た
め
、含
ま
れ
な
い
。

◆
令
和
元
年
度
一
般
会
計

　　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
シ
ス

　
　

テ
ム
構
築
委
託
料
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
内
容
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　　

既
存
の
総
合
住
民
情
報
シ
ス

　
　

テ
ム
か
ら
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
事
業
対
象
者
抽
出
作
業
や
、

申
請
書
、
購
入
引
換
券
等
の
発
行

等
を
管
理
す
る
、
シ
ス
テ
ム
の
構

築
業
務
で
あ
る
。

　　

購
入
対
象
者
３
，
８
０
０
人

　
　

と
あ
る
が
、
全
員
が
購
入
す

る
の
か
。

　　

本
人
の
購
入
負
担
が
あ
る
こ

　
　

と
や
、
使
用
期
限
が
限
ら
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
購
入
さ

れ
な
い
方
が
い
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。

　　

平
成
31
年
４
月
以
降
、
首
都

　
　

圏
か
ら
の
移
住
定
住
者
が
、

首
都
圏
人
材
確
保
支
援
事
業
費
補

助
金
の
支
給
に
該
当
す
る
と
の
説

明
で
あ
っ
た
が
、
過
去
に
本
町
へ

問問問 答答

問問 問 答答答答

◆
南
知
多
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て　

　
　

軽
減
強
化
の
対
象
と
な
る
所

　
　

得
段
階
の
第
１
段
階
か
ら
第

３
段
階
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
人
数

と
、
65
歳
以
上
の
第
１
号
被
保
険

者
全
体
に
占
め
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の

割
合
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　　

第
１
段
階
の
方
が
１
，
１
３ 

　
　

６
人
で
17
．２
％
、
第
２
段
階

の
方
が
５
４
８
人
で
8.3
％
、
第
３

段
階
の
方
が
３
６
８
人
で
5.6
％
で

あ
る
。

　
　

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

　
　

の
計
画
期
間
中
は
、
保
険
料

率
の
引
き
下
げ
は
継
続
さ
れ
る
と

考
え
る
が
、
第
８
期
介
護
保
険
事

業
計
画
以
降
は
ど
う
な
る
の
か
。

　　

前
期
計
画
で
あ
る
第
６
期
介

　
　

護
保
険
事
業
計
画
初
年
度
の

平
成
27
年
度
か
ら
第
１
段
階
の
保

険
料
率
が
０
．０
５
引
き
下
げ
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
第
８
期
以
降

も
引
き
下
げ
が
継
続
さ
れ
る
と
想

定
し
て
い
る
が
、
現
段
階
で
は
国

か
ら
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

条
例
関
係

　
◆
南
知
多
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　　

軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割
は
、

　
　

自
動
車
取
得
税
に
代
わ
る
も

の
か
。

　　

廃
止
さ
れ
る
自
動
車
取
得
税 

　
　

と
同
様
に
、
軽
自
動
車
を
取

得
し
た
時
に
課
税
さ
れ
る
税
金
で

あ
る
の
で
、
自
動
車
取
得
税
に
代

わ
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　　

軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割
が

　
　

軽
減
さ
れ
る
が
、
そ
の
影
響

は
ど
う
か
。

　　

本
年
10
月
１
日
か
ら
の
消
費

　
　

税
率
引
上
げ
に
伴
う
対
応
と

し
て
、
税
率
を
１
％
分
軽
減
す
る

も
の
で
、減
収
分
に
つ
い
て
は
、国

の
交
付
金
で
全
額
補
填
さ
れ
る
の

で
、
影
響
は
な
い
も
の
と
見
込
ん

で
い
る
。

委
員
会
ス
ポ
ッ
ト

問問 答答

問問 答答

予
算
関
係
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1. 内海小学校付近での児童に対する安全対策について

2. 所有者不明土地問題の解決に向けて

1. 本町の防災対策の現状と今後について

2. 海岸・海水浴場の利用と管理について

1. 保育園児の安全管理の徹底に

2. 通学バスの利用対策について

1. 学校規模の適正化を考えるために

2. 再生エネルギー発電施設における適切なガイドラインの運用

　と条例制定について

3. 両島町民の海上交通の利便性の改善のために

4. 国保税の均等割減額を

1. 豪雨災害に備える、内海川改修について

2. 内海地内における、交通環境の改善を

3. 内海・山海にある公共施設の駐車場整備について

片 山 陽 市
　

小 嶋 完 作
　

榎 戸 陵 友

　

内 田 　保

　
服 部 光 男

１

２

３

４

５

　
　

今
回
の
保
育
料
無
償
化
と
な

　
　

る
対
象
児
童
数
は
何
人
か
。

　
　

６
月
１
日
現
在
、
３
歳
か
ら

　
　

５
歳
の
児
童
数
は
全
体
で
２

６
０
人
い
る
が
、そ
の
う
ち
、無
償

化
の
対
象
は
１
９
８
人
で
あ
る
。

ま
た
０
歳
か
ら
２
歳
の
非
課
税
世

帯
の
児
童
数
は
７
人
で
、
そ
の
う

ち
、
無
償
化
の
対
象
は
１
人
で
あ

る
。

　
　

広
域
環
境
組
合
に
お
け
る
、

　
　

汚
染
土
壌
運
搬
処
分
業
務
委

託
の
期
間
は
ど
れ
だ
け
か
。

　
　

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
、

　
　

令
和
元
年
９
月
30
日
で
あ
る
。

　
　

広
域
環
境
組
合
分
担
金
の
南

　
　

知
多
町
の
分
担
率
は
、８
．21
％

か
。

　
　

内
訳
と
し
て
、
均
等
割
が
100

　
　

分
の
10
、
人
口
割
が
100
分
の

90
と
な
っ
て
お
り
、
均
等
割
２
％
、

人
口
割
６
．２
０
７
１
％
で
、分
担

率
は
８
．21
％
で
あ
る
。

問問問 答答 答

ここが聞きたい！
6月２４日　５人が質問に立った。
議員一人につき、質問・答弁を含め６０分以内。

　一般質問とは、議員が、町の行政全般にわたり、町長を始めとする執行
機関に対して行う質問を、一般質問といいます。

一  般
質  問
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内
海
小
学
校
付
近
で

の
児
童
に
対
す
る
安

全
対
策
に
つ
い
て

所
有
者
不
明
土
地
問

題
の
解
決
に
向
け
て

　
　

国
道
２
４
７
号
に
お
い

　
　

て
部
分
的
に
歩
道
が
設

置
さ
れ
な
い
の
は
、
ど
の
よ

う
な
問
題
が
あ
る
か
。

　
　

大
岩
建
設
経
済
部
長

　
　

現
在
、
道
幅
が
狭
く
、

歩
道
整
備
す
る
た
め
の
用
地

が
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
平
成
27
年
度
よ

り
県
が
、
用
地
所
得
を
含
め

北
側
へ
の
歩
道
設
置
事
業
を

進
め
て
い
る
。

　
　

内
海
・
内
海
西
交
差
点

　
　

の
間
を
通
学
路
に
し
て

い
る
理
由
は
何
か
。

　
　

山
下
教
育
部
長

　
　

歩
道
は
な
い
が
、
死
角

が
な
く
、
防
犯
上
の
理
由
な

ど
迂
回
す
る
よ
り
通
学
路
に

適
し
て
い
る
と
判
断
し
た
も

の
で
あ
る
。

　
　

内
海
か
ら
内
海
北
交
差 

　
　

点
の
間
は
、
歩
道
設
置

計
画
は
あ
る
か
。

　
　

大
岩
建
設
経
済
部
長

　
　

歩
道
設
置
計
画
は
な
い

が
、
安
全
な
通
学
路
確
保
の

た
め
、
地
元
や
学
校
、
警
察

等
と
十
分
に
調
整
を
図
り
な

が
ら
、
車
道
幅
員
の
絞
り
込

み
に
よ
る
路
肩
拡
幅
な
ど
の

対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

濱
田
橋
の
高
欄
の
高
さ 

　
　

は
、
約
50
㎝
で
児
童
が

川
に
転
落
す
る
危
険
が
あ
る

が
、
対
策
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　

大
岩
建
設
経
済
部
長

　
　

県
に
対
し
て
転
落
防
止

措
置
を
要
望
し
て
い
る
。
構

造
上
の
設
置
可
否
も
含
め
、

県
に
お
い
て
検
討
を
進
め
て

い
る
。

　
　

適
切
に
管
理
さ
れ
て
い

　
　

な
い
土
地
に
つ
い
て
の

対
策
計
画
は
策
定
さ
れ
て
い

る
か
。

　
　

鈴
木
企
画
部
長

　
　

現
在
、
対
策
計
画
策
定

の
検
討
に
至
っ
て
い
な
い
。

不
法
投
棄
や
雑
草
の
繁
茂
な

ど
様
々
な
問
題
は
、
土
地
所

有
者
の
調
査
を
含
め
、
関
係

部
署
に
お
い
て
個
別
に
対
応

し
て
い
る
。

　
　

所
有
者
の
所
在
が
確
認

　
　

で
き
て
い
な
い
土
地
を

把
握
し
て
い
る
か
。

　
　

鈴
木
企
画
部
長

　
　

全
体
的
な
把
握
は
で
き

て
い
な
い
が
、
必
要
に
応
じ

て
法
務
局
や
他
の
自
治
体
等

の
協
力
を
得
て
登
記
名
義
人
、

法
定
相
続
人
な
ど
の
戸
籍
・

住
民
票
等
に
よ
り
土
地
所
有

者
等
の
特
定
作
業
を
実
施
し

て
い
る
。

　
　

所
有
者
又
は
相
続
人
の

　
　

所
在
が
確
認
で
き
ず
、

課
税
土
地
で
あ
り
な
が
ら
徴

収
で
き
な
い
固
定
資
産
税
は

あ
る
か
。

　
　

田
中
総
務
部
長

　
　

平
成
30
年
度
、
土
地
に

係
る
も
の
は
、
納
税
義
務
者

数
６
，
７
７
９
件
の
う
ち
、

送
達
困
難
な
53
件
、
税
額
は

51
万
３
千
円
に
つ
い
て
は
現

在
も
未
納
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

平
成
27
年
の
空
き
家
等

　
　

適
正
な
管
理
に
関
す
る

条
例
に
よ
り
空
き
家
38
軒
に

管
理
状
況
の
改
善
を
求
め
た

が
、
11
軒
は
通
知
が
返
送
さ

れ
た
。
こ
の
所
有
者
を
ど
の

よ
う
に
特
定
し
た
か
。

　
　

田
中
総
務
部
長

　
　

登
記
簿
情
報
や
住
民
基

本
台
帳
、
固
定
資
産
税
に
係

る
税
情
報
な
ど
に
よ
り
、
本

人
や
相
続
人
の
特
定
と
住
所

地
等
を
調
査
し
た
が
、
こ
の

う
ち
空
き
家
４
軒
に
つ
い
て

は
、
年
度
内
に
特
定
作
業
を

完
了
で
き
な
か
っ
た
。

問問問

問

答答答

答

問

問

問問 答 答

答 答

一般質問

Ｑ 内海小学校付近での通学路の安全対策は
Ａ 県が国道北側への歩道設置を進めて
　 いる

片山陽市議員

濱
田
橋
付
近
を
通
学
す
る
児
童
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片
名
地
区
に
は
、
今
ま 

　
　
で
災
害
時
に
お
け
る
避

難
先
が
明
確
に
知
ら
さ
れ
て

い
な
い
が
、
今
後
、
指
定
す

る
予
定
は
あ
る
か
。

　
　

田
中
総
務
部
長

　
　

実
際
に
災
害
が
発
生
し

た
場
合
に
は
、
そ
の
規
模
や

被
害
の
状
況
、
発
生
時
間
帯

等
に
よ
り
、
避
難
行
動
が
必

要
と
な
る
区
域
や
対
象
者
数
、

避
難
経
路
の
状
況
も
様
々
で

あ
る
た
め
、
い
ず
れ
の
避
難

所
に
お
い
て
も
施
設
ご
と
に

受
入
地
区
を
指
定
す
る
こ
と

は
行
っ
て
い
な
い
。

　
　
町
外
在
住
の
職
員
が
、

　
　
半
数
以
上
で
あ
り
、
予

期
せ
ぬ
大
規
模
災
害
の
場
合
、

実
際
に
ど
の
程
度
の
職
員
が

参
集
で
き
る
と
見
込
ん
で
い

る
か
。

　
　

田
中
総
務
部
長

　
　

町
外
在
住
職
員
の
う
ち

美
浜
町
在
住
職
員
で
は
２
時

間
か
ら
４
時
間
、
武
豊
町
よ

り
北
部
在
住
職
員
は
５
時
間

以
上
か
か
る
と
想
定
さ
れ
る
。

地
域
の
消
防
団
や
自
主
防
災

会
、
消
防
署
は
じ
め
、
県
や

国
の
機
関
、
さ
ら
に
は
、
災

害
協
定
を
締
結
し
た
自
治
体
、

企
業
、
団
体
な
ど
と
の
連
携

や
協
力
が
、
ま
す
ま
す
重
要

と
な
っ
て
く
る
も
の
と
考
え

る
。

　
　
災
害
避
難
場
所
と
し
て

　
　
も
活
用
で
き
る
、
道
の

駅
な
ど
を
行
政
が
積
極
的
に

建
設
す
る
こ
と
に
取
り
組
む

考
え
は
な
い
の
か
。

　
　

田
中
総
務
部
長

　
　

現
在
、
町
と
し
て
は
、

道
の
駅
整
備
の
予
定
は
な
い

が
、
今
後
、
新
た
な
公
共
設

備
等
の
整
備
を
計
画
す
る
場

合
は
、
防
災
の
視
点
も
踏
ま

え
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
需
要
の

　
　
増
大
か
ら
、
全
国
で
河

川
・
海
岸
で
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
の
後
始
末
・
ゴ
ミ
の

放
置
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

本
町
の
現
状
は
ど
う
か
。

　
　

大
岩
建
設
経
済
部
長

　
　

地
元
観
光
協
会
な
ど
と

協
力
し
、
ゴ
ミ
箱
の
撤
去
に

よ
り
、「
持
ち
帰
り
」
を
推

奨
す
る
こ
と
で
ゴ
ミ
の
減
量

化
に
努
め
て
い
る
が
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
始
め
と
す
る
海

岸
・
海
水
浴
場
の
ゴ
ミ
の
放

置
の
問
題
は
同
様
に
あ
る
。

そ
の
た
め
、
海
水
浴
場
の
利

用
や
管
理
も
含
め
、
観
光
協

会
に
補
助
金
の
交
付
や
委
託

を
し
て
、
年
間
を
通
し
て
漁

港
・
海
岸
な
ど
の
清
掃
パ
ト

ロ
ー
ル
・
清
掃
活
動
を
実
施

し
、
海
水
浴
場
の
安
全
対
策

や
観
光
地
の
美
化
に
努
め
て

い
る
。

　
　
海
岸
利
用
に
お
け
る
管

　
　
理
は
誰
が
行
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
利
用
料
金
を

と
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
の

か
。

　
　

大
岩
建
設
経
済
部
長

　
　

海
水
浴
場
と
し
て
の
海

岸
利
用
に
お
け
る
管
理
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
状
に

応
じ
た
、
き
め
細
や
か
な
対

応
が
必
要
と
な
る
た
め
、
地

元
観
光
協
会
な
ど
に
お
願
い

し
て
い
る
。

　

放
置
さ
れ
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

等
の
ゴ
ミ
処
理
費
用
を
捻
出

す
る
た
め
、
地
元
観
光
協
会

な
ど
が
清
掃
協
力
の
た
め
の

寄
付
金
を
お
願
い
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
　
内
海
に
は
清
掃
活
動
を

　
　
主
と
し
た
発
展
会
と
い

う
組
織
が
あ
る
と
聞
い
て
い

る
が
、
区
所
有
の
土
地
や
砂

浜
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
る
か
。

　
　

大
岩
建
設
経
済
部
長

　
　

区
所
有
の
土
地
に
つ
い

て
は
、
所
有
者
に
お
い
て
駐

車
場
等
で
活
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
砂
浜
に
つ
い
て
は
、
砂

浜
の
映
画
館
、
地
引
網
体
験

を
開
催
し
、
活
用
し
て
い
る
。

R1. 8 .  1

Ｑ 大規模災害発生時における、職員の
　 参集が困難な場合の対応は
Ａ 地域や他団体等の連携や協力が重要

防
災
対
策
の
現
状
と

今
後
に
つ
い
て
　

海
岸
・
海
水
浴
場
の
利

用
と
管
理
に
つ
い
て

問問 答答

答

問

問

問問

答 答

答

一般質問

小嶋完作議員

内海海岸（千鳥ヶ浜）



保
育
園
児
の
安
全
管

理
の
徹
底
に

通
学
バ
ス
の
利
用
対

策
に
つ
い
て

9

問

問

問問 答答答

答

問答

問答

問答問答

問問 答答

一 般質問

Ｑ スクールバスの集合場所を含めた
    安全点検は
Ａ 安全確保のための具体的な対策を
　 検討していく

R1. 8 .  1

榎戸陵友議員

　
　

園
外
活
動
の
散
歩
を
定

　
　

期
的
に
実
施
し
て
い
る

か
。

　
　

田
中
厚
生
部
長

　
　

四
季
を
感
じ
南
知
多
の

生
活
に
触
れ
、
子
ど
も
の
感

性
を
豊
か
に
す
る
た
め
、
年

間
計
画
を
立
て
、
定
期
的
に

実
施
し
て
い
る
。

　
　

散
歩
の
コ
ー
ス
は
、
ど

　
　

の
よ
う
な
条
件
で
決
め

ら
れ
て
い
る
か
。

　
　

田
中
厚
生
部
長

　
　

予
定
時
間
以
内
で
回
れ

る
範
囲
に
お
い
て
、
道
路
状

況
や
安
全
面
を
考
慮
し
て
決

め
て
い
る
。

　
　

今
後
、
散
歩
の
コ
ー
ス

　
　

や
歩
道
等
の
危
険
箇
所

の
点
検
を
実
施
す
る
考
え
は

あ
る
か
。

　
　

田
中
厚
生
部
長

　
　

５
月
８
日
、
大
津
市
で

起
こ
っ
た
事
故
後
、
す
ぐ
に

保
育
所
ご
と
で
再
点
検
を
実

施
し
た
。

　
　

各
保
育
所
に
ど
の
よ
う

　
　

な
安
全
対
策
の
指
導
を

し
て
い
く
の
か
。

　
　

田
中
厚
生
部
長

　
　

事
故
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
従
い
、
散
歩
時
の
安
全
対

策
の
徹
底
を
図
り
、
経
路
で

危
険
と
感
じ
る
箇
所
が
あ
れ

ば
、
報
告
す
る
よ
う
指
導
し

た
。

　
　

本
町
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス

　
　

は
何
台
あ
る
か
。
ま
た
、

通
学
に
利
用
し
て
い
る
児
童

は
何
人
い
る
か
。

　
　

山
下
教
育
部
長

　
　

現
在
、
４
台
所
有
し
て

お
り
、
利
用
し
て
い
る
児
童

は
、
内
海
小
学
校
35
人
、
豊

浜
小
学
校
23
人
で
あ
る
。

　
　

集
合
場
所
は
ど
の
よ
う

　
　

な
と
こ
ろ
か
。

　
　

山
下
教
育
部
長

　
　

バ
ス
が
安
全
円
滑
に
巡

回
で
き
て
、
児
童
が
集
合
し

や
す
く
、
安
全
に
待
機
で
き

る
場
所
で
あ
る
。

　
　

５
月
28
日
、
川
崎
市
で

　
　

起
こ
っ
た
事
件
を
受
け
、

点
検
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
い
か
が
か
。

　
　

山
下
教
育
部
長

　
　

集
合
場
所
も
含
め
、
地

域
の
目
が
行
き
届
い
た
場
所

か
ど
う
か
の
視
点
で
、
安
全

点
検
を
行
う
よ
う
学
校
に
指

示
を
し
、
安
全
確
保
の
た
め

の
具
体
的
な
対
策
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
　

他
の
自
治
体
で
は
、
ス

　
　

ク
ー
ル
バ
ス
に
教
員
を

同
乗
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
が
、
本
町
で
も
考
え
て

み
て
は
ど
う
か
。

　
　

山
下
教
育
部
長

　
　

登
下
校
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
、
地
域
、
行
政
で
安

全
を
確
保
す
べ
き
も
の
で
あ

り
、
教
員
を
添
乗
さ
せ
る
こ

と
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

安
全
対
策
と
し
て
元
自

　
　

衛
官
を
採
用
す
る
学
校

も
あ
る
が
、
本
町
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
運
転
手
に
は
、
何

か
条
件
が
あ
る
か
。

　
　

山
下
教
育
部
長

　
　

中
型
自
動
車
第
２
種
免

許
を
取
得
し
、
運
転
技
術
が

優
れ
て
い
る
も
の
と
い
う
条

件
を
付
け
、
委
託
契
約
し
て

い
る
。

　
　

各
集
合
場
所
で
事
件
が

　
　

起
き
た
場
合
、
対
応
で

き
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
訓
練
は

で
き
て
い
る
か
。

　
　

山
下
教
育
部
長

　
　

各
校
で
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
て
い
る

が
、
こ
の
よ
う
な
事
件
が
起

き
た
場
合
を
想
定
し
た
訓
練

は
行
っ
て
い
な
い
。
今
後
は
、

家
庭
・
地
域
・
警
察
な
ど
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
安

全
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
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国
保
税
の
均
等
割
の
減

額
を

一般質問

学
校
規
模
の
適
正
化
を

考
え
る
た
め
に

　
　

保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

　
　

ト
を
実
施
す
る
と
し
て

い
る
が
、
地
域
住
民
と
教
職

員
へ
も
ア
ン
ケ
ー
ト
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
　
山
下
教
育
部
長

　

　
町
内
の
小
中
学
校
の
教

員
か
ら
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と

り
、
学
校
規
模
の
適
正
化
に

つ
い
て
意
見
を
聞
く
計
画
で

あ
る
。

　
　

10
月
か
ら
の
保
護
者
意

　
　

見
交
換
会
は
、
地
域
住

民
の
方
の
意
見
も
聴
く
機
会

と
す
べ
き
と
考
え
る
が
予
定

し
て
い
る
の
か
。

　
　
山
下
教
育
部
長

　

　
子
供
の
教
育
条
件
の
改

善
と
い
う
観
点
か
ら
み
た
保

護
者
や
教
員
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
お
知
ら
せ
し
、
意
見
を

伺
う
計
画
で
あ
る
。

　
　

現
在
の
町
の
学
校
規
模

　
　

は
最
適
な
教
育
条
件
で

あ
る
。
も
し
統
廃
合
し
た
場

合
、
国
の
示
す
40
人
学
級
で

な
く
、
20
人
学
級
も
し
く
は
、

30
人
学
級
を
町
と
し
て
維
持

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
施
設
に
お
け
る
適

切
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
運
用
と
条
例
制
定

に
つ
い
て

　
　
山
下
教
育
部
長

　

　
町
教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
県
の
基
準
に
従
い
小
中

学
校
の
学
級
編
制
を
し
て
い

る
。
仮
に
統
合
す
る
場
合
で

も
、
町
独
自
に
財
源
を
捻
出

し
て
教
員
を
採
用
し
、
少
人

数
学
級
を
維
持
す
る
考
え
は

な
い
。

　
　

大
井
浜
辺
付
近
で
の
風 

　
　

力
発
電
計
画
に
、
町
と

し
て
事
故
処
理
や
発
電
終
了

の
撤
去
責
任
を
明
確
に
す
る

覚
え
書
き
を
交
わ
す
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
田
中
厚
生
部
長

　
　

町
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及

び
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
事

業
計
画
策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
よ
り
指
導
・
助
言
等
を
行

い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
国

か
ら
指
導
を
し
て
も
ら
う
よ

う
に
通
報
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
事
業

者
と
覚
え
書
き
を
取
り
交
わ

す
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

両
島
町
民
の
海
上
交
通

の
利
便
性
の
改
善
の
た

め
に

　
　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
な
く
、

　
　

景
観
保
全
条
項
を
含
む

条
例
の
検
討
は
さ
れ
て
い
る

か
。

　
　
田
中
厚
生
部
長

　
　

憲
法
が
保
障
す
る
営
業

の
自
由
や
、
財
産
権
な
ど
の

経
済
的
自
由
権
の
制
限
と
の

関
係
や
義
務
化
を
盛
り
込
ん

だ
条
例
制
定
は
、
上
位
法
を

根
拠
と
す
る
こ
と
が
妥
当
で

あ
る
と
考
え
る
の
で
、
国
・

県
及
び
近
隣
市
町
の
動
向
を

注
視
し
、
検
討
す
る
。

　
　

乗
船
割
引
券
を
増
や
す

　
　

こ
と
が
必
要
と
思
う
が
、

当
面
、
高
齢
者
等
の
通
院
補

助
の
た
め
に
割
引
券
を
も
っ

と
増
や
す
考
え
は
な
い
か
。

　
　
鈴
木
企
画
部
長

　
　

県
の
補
助
拡
充
は
要
望

し
て
い
る
が
、
高
齢
者
が
通

院
目
的
で
乗
船
す
る
場
合
の

割
引
券
を
増
や
す
こ
と
は
、

町
と
し
て
考
え
て
い
な
い
。

　
　

知
的
・
身
体
障
が
い
者

　
　

と
同
じ
よ
う
に
精
神
障

が
い
者
の
半
額
補
助
を
名
鉄

海
上
観
光
船
と
交
渉
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
田
中
厚
生
部
長

　
　

町
と
し
て
、
平
成
29
年

に
開
催
さ
れ
た
「
地
域
公
共

交
通
活
性
化
・
再
生
協
議
会
」

の
場
で
依
頼
し
た
。
引
き
続

き
、
割
引
が
適
用
さ
れ
る
よ

う
働
き
か
け
を
し
て
い
く
。

　
　

運
賃
引
き
下
げ
等
の
交

　
　

渉
を
名
鉄
海
上
観
光
船

と
し
て
き
た
か
。

　
　
鈴
木
企
画
部
長

　
　

近
年
は
、
毎
年
、
篠
島
・

日
間
賀
島
・
師
崎
の
町
議
会

議
員
と
区
長
及
び
町
長
、
副

町
長
同
席
の
も
と
、
離
島
航

路
に
つ
い
て
意
見
交
換
会
を

開
催
し
て
い
る
。

　
　

小
中
学
生
ま
で
へ
の
均

　
　

等
割
の
減
額
を
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
田
中
総
務
部
長

　
　

今
の
と
こ
ろ
小
中
学
生

ま
で
を
対
象
と
し
た
均
等
割

の
減
額
は
考
え
て
い
な
い
。

問

問

問問 答答

答

問問 問

問問

答答

答答答

答

内田　保議員

Ｑ 学校規模適正化の地域説明会は

Ａ 地域住民の意見を聞く場を計画
　 している
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内
海
地
内
に
お
け
る
、

交
通
環
境
の
改
善
を

豪
雨
災
害
に
備
え
る
、

内
海
川
改
修
に
つ
い
て

問問 答

問問 答 答

問 問

問

答 答

答 答

内
海
・
山
海
地
区
内

公
共
施
設
の
駐
車
場

整
備
に
つ
い
て

　
　

中
橋
の
狭
い
場
所
を
過  

　
　

ぎ
る
と
、
土
砂
の
沈
着
、

堆
積
も
著
し
い
。
中
橋
周
辺

か
ら
下
流
に
向
け
て
、
浚
せ

つ
工
事
は
で
き
な
い
か
。

　
　

大
岩
建
設
経
済
部
長

　
　

県
の
内
海
川
整
備
計
画

で
は
、
中
橋
周
辺
の
中
流
域

の
改
修
を
最
優
先
と
し
て
お

り
、
河
幅
の
拡
張
改
修
が
完

了
し
た
後
に
、
浚
せ
つ
工
事

を
実
施
す
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。

　　
　

昨
年
の
台
風
来
襲
時
、

　
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

大
地
の
丘
の
前
の
県
道
が
川

の
よ
う
に
流
れ
て
い
た
。
今

後
の
台
風
等
に
備
え
、
上
流

受
水
域
の
出
水
量
の
調
査
を

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

大
岩
建
設
経
済
部
長

　
　

内
海
川
河
川
整
備
計
画

策
定
時
に
調
査
を
実
施
し
て

い
る
が
、
近
年
、
上
流
部
で

は
道
路
周
辺
の
開
発
が
行
わ

れ
、
出
水
量
の
再
調
査
が
必

要
と
認
識
し
て
い
る
。
内
海

川
へ
の
流
入
量
へ
の
懸
念
か

ら
県
に
要
望
し
て
い
く
。

　
　

通
学
路
で
あ
る
内
海
中

　
　

学
校
バ
イ
パ
ス
交
差
点

に
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置

な
ど
の
対
策
は
あ
る
か
。

　
　
山
下
教
育
部
長

　
　

交
通
安
全
対
策
と
し
て

必
要
と
考
え
る
の
で
、
町
と

し
て
、
県
に
要
望
し
て
い
く
。

　
　

中
橋
周
辺
の
通
学
路
は

　
　

道
幅
も
狭
く
、
通
学
時

の
安
全
確
保
の
た
め
に
、
内

海
川
河
川
改
修
に
伴
う
工
事

開
始
ま
で
県
所
有
の
河
川
用

地
を
通
学
路
と
し
て
使
え
な

い
か
。

　
　

山
下
教
育
部
長

　
　

河
川
用
地
が
確
保
で
き
、

改
修
工
事
が
始
ま
る
ま
で
の

間
、
通
学
路
と
し
て
利
用
す

る
こ
と
は
、
さ
ら
に
安
全
対

策
が
図
ら
れ
る
の
で
、
県
と

町
で
調
整
し
て
い
く
。

　
　

内
海
駅
東
交
差
点
の
車

　
　

両
感
応
式
信
号
機
は
、

車
両
の
停
止
位
置
に
よ
っ
て

は
、
青
信
号
に
変
わ
ら
な
い

状
況
が
あ
る
が
、
何
か
改
善

策
は
あ
る
か
。

　
　
田
中
総
務
部
長

　
　

感
知
器
の
設
置
場
所
の

調
節
や
、
注
意
表
示
の
改
善

な
ど
を
し
て
き
た
が
、
改
め

て
半
田
警
察
署
等
に
対
し
て

対
応
を
要
望
し
て
い
く
。

　
　

山
海
ふ
れ
あ
い
会
館
の

　
　

駐
車
場
は
、
駐
車
ス

ペ
ー
ス
が
不
足
し
て
い
る
が

解
決
法
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
山
下
教
育
部
長

　
　

利
用
者
に
駐
車
可
能
ス

ペ
ー
ス
を
お
知
ら
せ
す
る
。

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
駐

車
場
所
の
見
直
し
を
行
い
、

区
画
線
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
利
用
状
況
を
見
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

　
　

町
民
会
館
グ
ラ
ン
ド
駐

　
　

車
場
の
舗
装
、
出
入
り

口
の
整
備
の
進
捗
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
田
中
総
務
部
長

　
　

防
災
広
場
と
し
て
整
備

を
進
め
て
お
り
、
今
後
は
、

国
道
沿
い
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

塀
や
車
両
出
入
り
口
の
改
修
、

駐
車
場
の
舗
装
な
ど
整
備
を

検
討
し
て
い
く
。

服部光男議員

Ｑ 内海地内における、交通環境の改善は

Ａ 交通安全対策が重要であり、県に要望
    していく

一般質問

草の生い茂った内海川

内海中学校付近バイパス交差点
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私たちが議会広報特別委員です。私たちが議会広報特別委員です。

議
会
だ
よ
り

168
令
和
元
年
８
月
１
日
発
行

愛
知
県
南
知
多
町
議
会

令
和
元
年
６
月
定
例
会

６月定例会の会議録は、８月中旬ごろ町公式ホームページに掲載する予定です

９月定例会の日程（予定）
初　日

二日目

最終日

議案上程、質疑、委員会付託　等

一般質問

委員長報告・質疑・討論・採決　等

９月 ９ 日(月) ９時３０分～

９月１１日(水) ９時３０分～

９月２５日(水) ９時３０分～

※都合により変更となる場合があります。
※議会の日程は、町ホームページでもご覧いただけます。
■本議会の一般質問は、ケーブルテレビ（ＣＣＮＣ）で放送されます。
　ケーブルテレビの放送予定日
  ９月16日（月）午後１０時～　地上デジタル 12ch（121）　
  ９月22日（日）午前１０時～　地上デジタル 12ch（121）

ホームページQRコード

12

　
皆
様
に
議
会
の
活
動
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
分
か
り
や

す
く
見
や
す
い
紙
面
作
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
議
会
広
報
特
別
委
員
会
委
員
長
）　

石垣菊蔵 委員（奥左）、鈴木浩二 委員（奥右）
山本優作 委員長（手前左）、片山陽市 副委員長（手前右）

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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